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三
井
関
係
文
献
目
録　
　

二
〇
一
九

〈
社
史
な
ど
〉

大
牟
田
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
大
牟
田
市
史
』
テ
ー
マ
特
講
編   

大
牟
田
市

　
二
〇
一
九
年
三
月 

大
牟
田
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
大
牟
田
市
史
』
資
料
編

　
大
牟

田
市

　
二
〇
一
九
年
三
月 

三
井
石
油
開
発
株
式
会
社
社
史
編
集
委
員
会
編
『
三
井
石
油
開
発
近
五

年
史
―
創
立
五
〇
周
年
記
念
―
』
三
井
石
油
開
発

　
二
〇
一
九
年
一

一
月〈

単
行
本
〉

高
野
晴
代
監
修
『
広
岡
浅
子
「
草
詠
」』
翰
林
書
房

　
二
〇
一
九
年
一

月
中
西
聡
『
資
産
家
資
本
主
義
の
生
成
―
近
代
日
本
の
資
本
市
場
と
金
融

―
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

　
二
〇
一
九
年
一
月

林
采
成
『
飲
食
朝
鮮
―
帝
国
の
中
の
「
食
」
経
済
史
―
』
名
古
屋
大
学

出
版
会

　
二
〇
一
九
年
二
月 

嶋
﨑
尚
子
・
中
澤
秀
雄
・
島
西
智
輝
・
石
川
孝
織
編
『
太
平
洋
炭
砿
―

な
ぜ
日
本
最
後
の
坑
内
掘
炭
鉱
に
な
り
え
た
の
か
―
（
下
）』
釧
路

市
教
育
委
員
会
『
釧
路
叢
書
』
第
三
九
巻

　
二
〇
一
九
年
三
月

藤
野
豊
『「
黒
い
羽
根
」
の
戦
後
史
―
炭
礦
合
理
化
政
策
と
失
業
問
題

―
』
六
花
出
版

　
二
〇
一
九
年
九
月

加
藤
諭
『
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
百
貨
店
』
清
文
堂
出
版

　
二
〇
一
九

年
八
月 

中
尾
俊
介
『
横
浜
開
港
場
と
内
湾
社
会
』
山
川
出
版
社

　
二
〇
一
九
年

一
一
月

山
村
睦
夫
『
上
海
日
本
人
居
留
民
社
会
の
形
成
と
展
開
―
日
本
資
本
の

進
出
と
経
済
団
体
―
』
大
月
書
店

　
二
〇
一
九
年
一
二
月

〈
論
文
・
近
世
〉

飯
野
幸
江
「
享
保-

元
文
期
に
お
け
る
三
井
両
替
店
一
巻
の
財
務
数

値
」『
嘉
悦
大
学
研
究
論
集
』
六
一
巻
二
号

　
二
〇
一
九
年
三
月

島
本
多
敬
「
一
九
世
紀
初
頭
の
災
害
図
出
版
に
お
け
る
書
肆
の
役
割
―

一
八
〇
二
年
淀
川
水
害
の
事
例
か
ら
―
」
人
文
地
理
学
会
『
人
文
地

理
』
七
一
巻
一
号

　
二
〇
一
九
年
三
月

清
水
実
「『
高
祐
日
記
』
に
み
る
松
平
不
昧
関
連
記
事
―
三
井
高
祐
と

松
平
不
昧
の
交
流
―
」
三
井
記
念
美
術
館
『
三
井
美
術
文
化
史
論

集
』
一
二
号

　
二
〇
一
九
年
三
月

多
田
哲
久
「
近
世
都
市
の
大
商
家
に
お
け
る
家
・
同
族
―
三
井
を
事
例

と
し
て
―
」
首
藤
明
和
・
王
向
華
編
『
日
本
と
中
国
の
家
族
制
度
研

究
』
風
響
社

　
二
〇
一
九
年
三
月 

林
宏
俊
「
近
世
に
お
け
る
法
然
上
人
信
仰
―
三
井
家
を
事
例
と
し
て
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―
」
浄
土
宗
教
学
院
『
佛
教
論
叢
』
六
三
号

　
二
〇
一
九
年
三
月

村
和
明
「
三
井
の
祭
祀
と
神
職
・
本
所
」
朝
幕
研
究
会
編
『
論
集
近
世

の
天
皇
と
朝
廷
』
岩
田
書
院

　
二
〇
一
九
年
五
月

西
坂
靖
「
町
方
社
会
と
三
井
」
杉
本
哲
也
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都

　
京
都

巻
』
第
六
章

　
東
京
大
学
出
版
会

　
二
〇
一
九
年
七
月

村
和
明
「
豪
商
三
井
の
内
紛
と
朝
廷
」
杉
本
哲
也
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都   

京
都
巻
』
第
四
章

　
東
京
大
学
出
版
会

　
二
〇
一
九
年
七
月

砂
川
佳
子
「
紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
の
『
返
り
相
伝
』
と
そ
の
周
辺
」

『
茶
の
湯
研
究

　
和
比
』
一
一
号

　
二
〇
一
九
年
八
月

村
和
明
「
三
井
か
ら
み
た
慶
応
三
・
四
年
―
代
官
所
年
貢
金
取
扱
御
用

を
め
ぐ
っ
て
―
」
明
治
維
新
史
学
会
『
明
治
維
新
史
研
究
』
一
七
号  

二
〇
一
九
年
一
一
月

賀
川
隆
行
「
三
井
松
坂
店
の
木
綿
買
次
経
営
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五

三
号

　
二
〇
一
九
年
一
二
月

下
向
井
紀
彦
「
三
井
同
族
の
家
業
見
習
い
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
三
号

　
二
〇
一
九
年
一
二
月

西
坂
靖
「
越
後
屋
江
戸
本
店
子
供
の
供
給
元
に
つ
い
て
―
「
永
聴
記
」

の
子
供
到
着
記
事
の
検
討
か
ら
―
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
三
号

　

二
〇
一
九
年
一
二
月

萬
代
悠
「
三
井
大
坂
両
替
店
の
都
市
不
動
産
経
営
」『
三
井
文
庫
論

叢
』
五
三
号

　
二
〇
一
九
年
一
二
月

石
井
寛
治
「
幕
末
経
済
史
再
考
―
手
形
取
引
の
発
展
―
」
日
本
学
士
院

『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第
七
四
巻
第
二
号

　
二
〇
一
九
年

〈
論
文
・
近
代
〉

岡
部
桂
史
「
両
大
戦
間
期
ド
イ
ツ
三
菱
商
事
の
展
開
と
機
械
取
引
」

『
龍
谷
大
学
経
営
学
論
集
』
五
八
巻
二
号

　
二
〇
一
九
年
一
月 

小
幡
圭
祐
「
太
政
官
三
院
制
の
成
立
過
程
―
明
治
四
年
の
制
度
取
調

―
」
明
治
維
新
史
学
会
『
明
治
維
新
史
研
究
』
一
六
号

　
二
〇
一
九

年
一
月

若
林
幸
男
「
戦
間
期
三
井
物
産
豪
州
支
店
に
お
け
る
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス

査
定
要
素
の
分
析
」
明
治
大
学
政
治
経
済
研
究
所
『
政
経
論
叢
』
八

七
巻
一
・
二
号

　
二
〇
一
九
年
一
月 

菊
池
航
「
ト
ヨ
タ
の
デ
ザ
イ
ン
委
託
の
史
的
分
析
」『
立
教
経
済
学
研

究
』
七
二
巻
四
号

　
二
〇
一
九
年
三
月 

北
澤
満
「
明
治
期
に
お
け
る
中
小
鉱
業
経
営
―
大
阪
鉱
業
株
式
会
社
を

事
例
と
し
て
―
（
一
）」
九
州
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
研
究
』
八

五
巻
五
・
六
号

　
二
〇
一
九
年
三
月 

木
山
実
「
創
業
期
三
井
物
産
船
舶
の
船
員
に
つ
い
て
―
創
業
期
か
ら
船

舶
部
設
置
時
ま
で
―
」
関
西
学
院
大
学
『
商
学
論
究
』
六
六
巻
三
号   

二
〇
一
九
年
三
月

白
田
拓
郎
「
戦
前
期
に
お
け
る
日
系
商
社
の
文
書
作
成
と
管
理
―
三
井

物
産
を
事
例
に
―
」
国
文
学
研
究
資
料
館
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀

要
　
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』
一
五
号

　
二
〇
一
九
年
三
月
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堀
峰
生
「
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
誕
生
と
米
山
梅
吉
の
思
想
」

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
大
倉
山
論
集
』
六
五
輯

　
二
〇
一
九
年
三

月
若
林
幸
男
「
戦
前
期
三
井
物
産
豪
州
支
店
羊
毛
バ
イ
ヤ
ー
の
人
事
に
対

す
る
分
析
―
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
待
遇
―
」『
明
治
大
学
社
会
科

学
研
究
所
紀
要
』
第
五
七
巻
二
号

　
二
〇
一
九
年
三
月

北
澤
満
「
明
治
期
に
お
け
る
中
小
鉱
業
経
営
―
大
阪
鉱
業
株
式
会
社
を

事
例
と
し
て
―
（
二
）」
九
州
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
研
究
』
八

六
巻
一
号

　
二
〇
一
九
年
六
月 

水
野
敦
洋
「
戦
前
期
日
本
雑
貨
工
業
の
海
外
進
出
を
め
ぐ
る
路
線
分
岐

―
マ
ッ
チ
工
業
を
事
例
に
―
」
経
営
史
学
会
『
経
営
史
学
』
五
四
巻

一
号

　
二
〇
一
九
年
六
月

亀
井
大
樹
「
日
本
の
工
業
化
初
期
に
お
け
る
繊
維
企
業
の
統
合
政
策
―

京
都
綿
子
ル
社
を
事
例
に
―
」
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
社

会
科
学
』
四
九
巻
二
号

　
二
〇
一
九
年
八
月 

菊
池
美
幸
「
一
九
一
〇
年
代
〜
二
〇
年
代
の
筑
豊
地
域
に
お
け
る
石
炭

産
業
の
衛
生
問
題
と
企
業
の
対
応
―
三
井
鉱
山
（
株
）
の
ワ
イ
ル
氏

病
対
策
を
中
心
と
し
て
―
」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』

八
五
巻
二
号

　
二
〇
一
九
年
八
月

重
田
正
夫
「
明
治
元
年
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
行
幸
の
実
施
過
程
」
埼
玉

県
地
方
史
研
究
会
『
埼
玉
地
方
史
』
七
六
号

　
二
〇
一
九
年
八
月

武
居
奈
緒
子
「
三
井
物
産
の
経
営
戦
略
と
組
織
―
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
チ

ャ
ン
ド
ラ
ー
の
組
織
は
戦
略
に
従
う
に
つ
い
て
の
検
証
―
」
実
践
経

営
学
会
『
実
践
経
営
学
研
究
』
一
一
号

　
二
〇
一
九
年
八
月 

木
山
実
「
明
治
前
期
に
お
け
る
三
井
の
製
茶
業
」
関
西
学
院
大
学
経
済

学
部
研
究
会
『
経
済
学
論
究
』
七
三
巻
二
号

　
二
〇
一
九
年
九
月

藤
村
聡
「
明
治
期
の
三
井
物
産
に
お
け
る
従
業
員
の
処
罰
」
神
戸
大
学

『
国
民
経
済
雑
誌
』
二
二
〇
巻
三
号

　
二
〇
一
九
年
九
月

N
akaoka, Shunsuke, “R

othschild, W
arburg, and the M

itsui 

fam
ily: A

 case of ow
nership and organisational reform

s un-

der the m
odern legal constraints in early 20th century Ja-

pan, ” Interdisciplinary Journal of E
conom

ics and B
usiness 

Law
, V

ol.8 Issue 3, 2019

〈
そ
の
他
〉

栩
木
敬
「
続
・
我
が
国
の
人
事
・
労
務
管
理
の
ル
ー
ツ
を
探
る

　
三
井

家
奉
公
人
の
労
働
条
件
」『
先
見
労
務
管
理
』
一
六
〇
〇
、
一
六
〇

二
、
一
六
〇
四

　
二
〇
一
九
年
一
〜
三
月

平
井
直
樹
・
結
城
武
延
・
玉
川
寛
治
・
阿
部
武
司
「
史
料
紹
介

　
初
期

日
本
紡
績
工
場
の
設
計
図
面
―
二
千
錘
紡
績
関
係
資
料
お
よ
び
大
阪

紡
績
会
社
関
係
資
料
―
」
渋
沢
史
料
館
『
渋
沢
研
究
』
三
一
号

　
二

〇
一
九
年
一
月

住
吉
朋
彦
「
三
井
文
庫
編
『
今
関
旧
蔵
本
目
録
』」
慶
應
義
塾
大
学
斯

道
文
庫
『
斯
道
文
庫
論
集
』
五
三
輯

　
二
〇
一
九
年
二
月
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安
蘇
龍
生
「
研
究
報
告

　
筑
豊(

田
川
地
区)

の
石
炭
産
業
の
近
代
化

と
技
術
革
新
を
進
め
た
人
々
―
安
蘇
龍
生
館
長
最
終
講
演
資
料
よ
り

―
」『
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館

　
館
報
』
一
二
号

　
二
〇
一
九

年
三
月

池
上
重
康
「
資
料
紹
介

　『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿

　
巻
十
六
』
よ
り

第
十
編

　
労
務

　
第
三
節

　
会
社
自
体
が
行
っ
て
来
た
労
務
管
理
施

設
　
第
四
項

　
住
居
管
理
」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
『
エ
ネ
ル
ギ
ー

史
研
究
』
三
四
号

　
二
〇
一
九
年
三
月

鈴
木
淳
「
北
斎
『
東
遊
』
に
描
か
れ
た
江
戸
の
名
所

　
第
十
五
回

　
駿

河
町

　
越
後
屋
」
日
本
古
書
通
信
社
『
日
本
古
書
通
信
』
八
四
巻
五

号
　
二
〇
一
九
年
五
月

町
田
香
「
講
義

　
近
代
に
お
け
る
皇
族
・
華
族
の
庭
園
―
有
栖
川
宮
家

と
三
井
北
家
を
中
心
に
―
」
京
都
造
形
芸
術
大
学

　
日
本
庭
園
・
歴

史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
『
庭
園
学
講
座X

X
V

I

　
天
皇
と
近
現
代
の

庭
園
―
記
念
物
保
護
制
度
一
〇
〇
年
―
』　
二
〇
一
九
年
八
月 

齋
藤
伸
郎
「
井
上
馨
宛
黒
田
清
隆
書
簡
」
法
政
大
学
史
学
会
『
法
政
史

学
』
九
二
号

　
二
〇
一
九
年
九
月

長
島
雄
毅
・
横
田
崇
「
三
井
大
坂
両
替
店
『
聞
書
』
に
記
録
さ
れ
た
災

害
と
そ
の
発
生
地
域
」『
愛
知
工
業
大
学
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

年
次
報
告
書
』
一
五
巻

　
二
〇
一
九
年
九
月

井
川
克
彦
「
日
本
女
子
大
学
校
の
寄
付
金
関
係
史
料
―
女
子
総
合
大
学

設
立
運
動
以
前
―
」
日
本
女
子
大
学
『
史
艸
』
六
〇
号

　
二
〇
一
九

年
一
一
月 

吉
川
容
「
史
料
紹
介

　
三
井
物
産
「
内
地
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
明

治
三
三
年
）
第
一
回
分
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
三
号

　
二
〇
一
九

年
一
二
月

〈
補
遺
〉

秋
谷
紀
男
・
若
林
幸
男
「
在
外
史
料
館
所
蔵
史
料
に
よ
る
戦
間
期
在
外

日
本
商
社
の
組
織
編
成
に
対
す
る
比
較
分
析
」
明
治
大
学
社
会
科
学

研
究
所
『
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
』
五
六
巻
一
号

　
二
〇
一
七
年
一

〇
月

柴
田
弘
捷
「
鉄
の
ま
ち
・
室
蘭
市
の
盛
衰
と
再
生
」『
専
修
大
学
社
会

科
学
研
究
所
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報
』
六
五
四
・
六
五
五
号

　
二
〇
一
八
年
一
月 

嶋
﨑
尚
子
・
中
澤
秀
雄
・
島
西
智
輝
・
石
川
孝
織
編
『
太
平
洋
炭
砿
―

な
ぜ
日
本
最
後
の
坑
内
掘
炭
鉱
に
な
り
え
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の
か
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（
上
）』
釧
路

市
教
育
委
員
会
『
釧
路
叢
書
』
第
三
八
巻

　
二
〇
一
八
年
三
月 
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